
生徒の課題

課題解決のための手立て

＜習得・活用のサイクルと学び合い活動＞
習得（１時間） 活用（１時間）

・運動の仕方や動きのポイントをつかみ、
一つの技能を習得する。

・習得した技能を活用し、仲間と観察し合って、
課題をつかむ。
・課題を解決するために、工夫して運動に取
り組む。

遅れ再生ビデオの活用 学び合い活動
遅れ再生ビデオ・他者観察の活用

体育・保健体育班 田代 正之（中学校教諭）

＜段階的指導に関する基本的な考え方＞

空中動作

抜き脚

リード脚

体を支える動作

踏切・着地姿勢

疾走リズム

インターバル・アプローチ

アプローチ→インターバ
ル→踏切→着地姿勢→
リード脚→抜き脚の順に、
２時間（習得→活用）ず
つ練習していく。

習得・活用のサイクルをくり返しながら
技能を高められる体育科指導の工夫

～ハードル走における段階的指導と学び合い活動を通して～

○走るリズムがつかめない ○自分の動きが分からない ○上に跳んでしまう

研究のねらい

ハードル走において、全体の疾走リズムをつかんだ上でハードリング
技能を高めていくという段階的な指導を行い、他者観察や遅れ再生ビデ
オを活用した学び合い活動によって明確な課題意識をもちながら練習に
取り組むことで、技能が高まっていくことを、実践を通して明らかにする。



単元計画

場の工夫
ウレタン
ﾊｰﾄﾞﾙ

フレキ
ﾊｰﾄﾞﾙ

＜学習２＞の場 ＜学習３＞の場

50㎝四方の
カーペットを
2～3枚置き、

遠くから踏み
切れるように
した。

＜学習活動＞ ＜研究上の手立て＞時
つ ○ハードル走の用語・特性・動 ○動きのポイントを着実に身に付けていけるように、

。か １ きのポイント等をつかむ。 他者観察や遅れ再生ビデオを活用することを伝える
む ○学習過程やめあてをつかむ。 ○他者観察の際、互いの技能を向上できるように、仲

間の良さや課題を率直に伝え合うことを確認する。
○「０・１・２・３～ 」というインターバルのリズム○疾走リズムを身に付ける。

が身に付けられるように、その場で足踏みをする学＜学習１＞
追 ①５０ｍカーペット走の習得 習を繰り返し行うようにする。
求 ②５０ｍカーペット走の活用 ○疾走リズムをつかんだり、力強く踏み切ったりでき
す ４ るように、カーペットを用いて練習することを確認＜学習２＞
る ③５０ｍカーペット＋ミニハー する。
① ドル走の習得 ○活用する場面では、他者観察の観点をより具体的に

、 。④５０ｍカーペット＋ミニハー 理解できるように 絵や図・示範を交えて説明する
ドル走の活用

○リード脚が曲がってしまうことを防ぐため、遠くか○ハードリング技能の向上を図
ら踏み切って膝からまっすぐに振り上げるように助る。
言する。＜学習３＞

追 ⑤５０ｍカーペット＋低ハード ○習得する場面では、疾走リズムを段階的につかめる
求 ル走の習得 ように、ワンハードル走→ツーハードル走→スリー
す ４ ⑥５０ｍカーペット＋低ハード ハードル走と、台数を増やしていくようにする。
る ル走の活用 ○活用する場面では、リード脚の動きや抜き脚の動き
② を正しく評価できるように、他者観察する位置や見＜学習４＞

⑦５０ｍH走の習得 方について具体的に説明する。
⑧５０ｍH走の活用

ま ○５０ｍハードル走のミニ大会 ○生徒たちが達成感を得られるように、身に付けた技
と １ を行う。 能やタイムの推移などを見て、自分や仲間の伸びた
め ○個人やグループの活動を振り 部分に気付けるように支援する。
る 返り、カードに感想を書く。



「習得」の授業

まずは、
「０・１・２・
３～」のリ
ズムの確
認から

セッティ
ングは、
自分達
の手で

遠くから前方向に強く踏み切る練習 リード脚を膝からまっすぐ上げる練習

平均指数 以下 最少 最大110

＜学習１＞ １０２ １００％ ９６ １０８

＜学習２＞ １０７ ７８％ ９９ １２０

＜学習３＞ １１８ １７％ １０４ １４０

＜学習４＞ １１６ ２３％ １０４ １３６

ハードル指数の推移

ハードルが高くなっ
ても、むだのない
フォームで走れる生
徒が多かった。

「習得」の授業のまとめは、自己評価

ハードル指数
＝50ｍHの記録÷50ｍ走の記録×100

先行研究では、指数110以下は「むだのないフォーム」、
120以下は「概ねむだのないフォーム」であるとされている。

低ハードルの手前に、カーペットを３枚置
いて、遠くから前方向に踏み切る練習

膝を上げてから下脚部を上げる動きを習
得すると、リードが曲がらずに出せる

＜学習２＞ ＜学習３＞

リズム中心

技能中心



「活用」の授業

踏切の位置・方向を他者観察 他者観察に基づいた学び合い

課題解決学習（一歩ハードルの場） 遅れ再生ビデオを活用した学び合い

研究のまとめ

＜学習２＞

３人組を作り、横から仲間の踏切の位置
や方向を観察する

踏切の位置・方向、動きの良さや課題等
を情報交換し、各自が課題を把握する

力強く前方向に踏み切る課題意
識を持った生徒達の練習風景

本人と観察者で動きを分析し課
題を見付けてから、次の試技へ

＜課題＞
○リード脚・抜き脚の習得時間が不十分だった。練習時間をもっと多く確保して、
技能を高められるとよかった。

○課題解決学習における場の設定は、もっと生徒の実態を分析して慎重に行うべ
きだった。

＜成果＞
○段階的指導により、着実に技能を向上できた。
○カーペットの教材化により、強く踏み切れるようになり、踏切角度が抑えられる
ようになった。
○他者観察や遅れ再生ビデオの活用により、自己の課題をより明確に把握して
練習でき、技能の向上が図れた。


